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令和元年  蘭越町議会  第５回臨時会会議録  

 

○開会及び閉会  

 令和元年１１月５日  

  開  会   午前１０時００分  

  閉  会   午前１０時５７分  

 

○出席及び欠席議員の氏名  

  出席（  ８名）  １番   金安  英照    ３番   永井   浩  

５番   向山   博    ６番   難波  修二  

 ７番   赤石  勝子    ９番   栁谷   要  

１０番   熊谷  雅幸   １１番   冨樫  順悦  

  欠席（  １名）  2番   田村  陽子  

 

○会議録署名議員  

  ３番  永井   浩   ５番  向山   博      

 

○説明のために出席した者の職氏名  

  町   長       金   秀行   副町長      山内   勲  

教  育  長       首藤  一幸   総務課長     小林  俊也  

総務課参事      渡辺   貢   税務課長     竹内  恒雄  

住民福祉課長     北川  淳一   健康推進課長   山下  志伸  

農林水産課長     西河  修久   建設課長     北山  誠一  

商工労働観光課長   梅本  聖孝   会計管理者    小木  利夫  

農業委員会事務局長  木村  恭史   建設課主任技師  中村  伸宏  

   

○職務のため出席した事務局職員  

  事務局長   河野  俊明     書   記   和田  慎一  
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○議事日程  

 日程第１   会議録署名議員の指名  

 日程第２   会期の決定  

 日程第３   諸般の報告（追悼演説）  

 日程第４   町長の行政報告及び提案理由の大綱説明  

日程第５   議案第１号  令和元年度蘭越町一般会計補正予算  

（第６号）  

日程第６   議案第２号  令和元年度蘭越町簡易水道事業特別会計補  

正予算（第３号）  

日程第７    報告第１号  所管事務調査の中間報告について  

（総務文教常任委員会）  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お は よ う ご ざい ます。  

 た だ い ま の 出 席議員 は８名 で ありま す。なお 、田村議 員から 、本 日

の会議 を欠席 す る旨の 届け出 が ありま したの で 、御了 承願い ま す。  

 こ れ よ り 、 令 和元年 第５回 蘭 越町議 会臨時 会 を開催 いたし ま す。  

 た だ ち に 本 日 の会議 を開き ま す。  

 説 明 出 席 者 に つ い て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て お り ま す の で 、

御了承 願いま す 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 １ 、会 議録署 名 議 員 の 決定を 行いま す 。  

 会 議 録 署 名 議 員 は 、 会 議 規 則 第 １ １ ８ 条 の 規 定 に よ り 、 ３ 番 永 井

議員、 ５番向 山 議員を 指名い た します 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  日 程 第 ２ 、 会期 の決定 を 議題と いたし ま す。  

 議 会 運 営 委 員 長から お諮り 願 います 。  「 ７ 番 、 赤 石議員 」  

 

〇 ７ 番 （ 赤 石 勝 子 ）  令 和 元 年 度 第 ５ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に

あたり まして 、 議会運 営委員 会 の決定 事項を お 知らせ いたし ま す。  

 会 期 は 、 本 日 １日間 といた し ます。  

 日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り

行 い た い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど お

願いい たしま す 。  以 上 で ご ざ います 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  お 諮 り い た しま す 。  
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 た だ い ま 、 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期

は本日 １日間 と したい と思い ま す。  

 こ れ に 御 異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 会 期 は本日 １日間 と 決定い たしま し た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  日 程 第 ３ 、 諸般 の報告 を 行いま す。  

 御 報 告 申 し 上 げます 。去 る 、１ ０月２ ８日に 逝 去され ました 、故 中

島溢子 議員に 対 しまし て、 謹 ん で哀悼 の意を 表 します 。  

 こ れ よ り 、 故 中島 溢 子議員 を 偲び、 追悼演 説 を行い ます。  

 追 悼 演 説 は 、 熊谷副 議長 に お 願いい たしま す 。  

 １ ０ 番 、 熊 谷 議員。  

〇 １ ０ 番 （ 熊 谷雅 幸 ）  追 悼 の 言 葉 。  

 本 日 こ こ に 、 令 和 元 年 蘭 越 町 議 会 第 ５ 回 臨 時 会 に あ た り 、 御 指 名

いただ きまし た ので 、去る １０ 月 ２８日 に急逝 さ れまし た、同僚 、故

中島溢 子議員 を 悼み 、 謹んで 哀 悼の言 葉を申 し 上げま す。  

 あ な た の 突 然 の 訃 報 に 接 し 、 議 員 一 同 、 た だ た だ 唖 然 と す る ば か

りで、 いまだ に 信じら れない 気 持ちで ありま す 。  

 あ な た の ８ 番 議 席 に 置 か れ た 追 悼 の 花 を 見 て 、 こ の 議 場 に あ な た

の お 姿 が 見 え な い こ と が 、 今 も っ て 実 感 と な り 得 ず 、 在 り し 日 の あ

な た の 姿 が 目 の 前 に 浮 か び 、 言 い よ う の な い 寂 し さ が 押 し 寄 せ て ま

いりま す。  

 あ な た は 、 本 町 の 発 展 と 女 性 の 声 を 町 政 に 反 映 さ せ る べ く 、 卓 越

し た 識 見 と 温 容 な お 人 柄 を 活 か し て 、 平 成 ３ 年 の 蘭 越 町 議 会 議 員 選

挙 に お い て 、 初 当 選 の 栄 誉 を 収 め ら れ 、 本 町 初 の 女 性 議 員 と し て の

御 活 躍 と 御 功 績 は こ の 場 で も 申 し 上 げ る ま で も ご ざ い ま せ ん が 、 総

総 務 文 教 常 任 委 員 会 委 員 長 や 経 済 建 設 常 任 委 員 会 副 委 員 長 な ど の 要

職 を 歴 任 さ れ 、 さ ら に は 農 業 委 員 と し て も ５ 期 １ ５ 年 に わ た っ て 努

められ ており ま す。  

 あ な た の こ う し た 御 功 績 に よ り 、 平 成 ２ ２ 年 に 北 海 道 町 村 議 会 議

長会表 彰、翌年 に は全国 町村議 会 議長表 彰を受 賞 され 、さら には 、福

祉 の 分 野 に お い て も 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 長 表 彰 や 、 厚 生 労 働 大 臣 表

彰 を 受 賞 さ れ 、 平 成 ２ ６ 年 春 に は 、 長 年 に わ た る 在 宅 福 祉 奉 仕 活 動

が 高 く 評 価 さ れ 、 緑 綬 褒 章 の 栄 に 浴 さ れ た こ と は 、 本 町 の 誉 れ で あ

ると申 し上げ る ことが できる も のでご ざいま す 。  
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 こ れ か ら も 、 あ な た の た ぐ い ま れ な い 福 祉 に 対 す る 熱 意 と 博 愛 の

精 神 で 蘭 越 町 の 発 展 と 町 民 の 福 祉 の た め に 活 躍 さ れ る は ず で あ っ た

と 思 う と 、 蘭 越 町 に と っ て も 大 き な 損 失 で あ り 、 か え す が え す も 残

念でな りませ ん 。  

 私 た ち は 、 あ な た の 御 功 績 を 継 承 し 、 町 政 の 発 展 と 住 民 の 福 祉 の

向上に 尽くす こ とを、 ここに お 誓いす るもの で ござい ます。  

 故 中 島 溢 子 議 員 の 生 前 の 議 会 に お け る 御 活 躍 の 雄 姿 を 偲 び 、 安 ら

かなる お眠り を 御祈念 申し上 げ まして 追悼の 言 葉とい たしま す 。  

 令 和 元 年 １ １ 月５日 、蘭越 町 議会副 議長、 熊 谷雅幸 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  こ れ を も ち ま し て 、 追 悼 演 説 を 終 了 い た し ま

す。ただい まよ り 、故 中島 溢 子議 員 の御冥 福を祈 り 、謹んで 黙祷を さ

さげた いと存 じ ます 。議員 各位 、町 理事 者 の皆 様 、および 傍聴席 の 皆

様、恐 れ入り ま すが御 起立願 い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  黙 祷 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  黙 祷 を 終 わ りま す。  

あ り が と う ご ざ いまし た。御 着 席願い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ４ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大

綱説明 を願い ま す。  「 金 町 長 」  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  お は よ う ご ざいま す。  

 最 初 に 、 中 島 議 員 の 御 冥 福 を 、 町 民 と と も に 心 か ら お 祈 り 申 し 上

げます 。  

 第 5 回 蘭 越 町 議 会臨 時会を 招 集しま したと こ ろ、大 変 御 多用の 中、

議 員 の 皆 様 方 の 御 出 席 を い た だ き ま し て 、 本 臨 時 会 が 開 催 で き ま す

ことを 、先ず も ってお 礼を申 し 上げた いと存 じ ます。  

 第 ３ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 が 開 催 さ れ ま し た ９ 月 １ ９ 日 以 降 の 行 政

報 告 に つ い て は 、 お 手 元 に 資 料 と し て 御 配 り し て お り ま す が 、 詳 細

をお知 らせし た い行事 等につ い て、口 頭で御 報 告を 申 し上げ ま す。  

 １ ペ ー ジ 、 9 月 ２ ５ 日 8 時 ３ ０ 分 か ら、 こ の 日は、 美人温 泉 幽泉

閣 協 賛 第 ２ ４ 回 こ ぶ し 杯 パ ー ク ゴ ル フ 大 会 が 、 開 基 １ ０ ０ 年 の 森 パ

ー ク ゴ ル フ 場 で 開 催 さ れ ま し た の で 、 歓 迎 の 御 挨 拶 を 申 し 上 げ て お

り ま す 。 大 会 に は 町 内 外 、 遠 く は 札 幌 や 八 雲 な ど か ら も １ ２ ６ 名 の
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選手が 参加さ れ 、熱戦 が繰り 広 げられ ました 。  

プ レ ー 後 、 幽 泉 閣 で 表 彰 式 を 執 り 行 い 、 参 加 者 に 景 品 と し て 町 の

特産品 を差し 上 げてお ります 。  

２ ペ ー ジ 、 １ ０ 月 2 日 及 び １ ０ 月 １１ 日、 こ の 日は道 営農業 農 村

整 備 事 業 の 推 進 要 望 に つ き ま し て 、 １ ０ 月 ２ 日 、 道 営 農 地 整 備 事 業

連 絡 協 議 会 の 向 山 会 長 、 福 村 副 会 長 と と も に 、 北 谷 後 志 総 合 振 興 局

長を訪 問し、 要 望活動 を行い ま した。  

ま た 、１ ０ 月１１ 日には 、向 山会長 はじめ 各期成 会 会長と ともに 、

北 海 道 小 田 原 農 政 部 長 外 幹 部 職 員 に 対 し ま し て 、 要 望 を 行 っ た と こ

ろでご ざいま す 。  

要 望 で は 、 基 盤 整 備 の 重 要 性 を 訴 え 、 実 施 地 区 の 早 期 の 事 業 推 進

と 、 新 規 地 区 の 採 択 に つ い て 要 望 す る と と も に 、 道 の パ ワ ー ア ッ プ

事業の 継続に つ いても 要望し た ところ でござ い ます。  

３ ペ ー ジ 、10 月 12 日 土 曜 日 １ ０ 時から 、こ の日 は、蘭越町 開基

１２０ 年を記 念 し植樹 祭を実 施 いた し ました 。  

植 樹 は 似 鳥 文 化 財 団 よ り ニ ト リ 桜 ５ ４ 本 の 提 供 を 受 け 、 尻 別 川 築

堤 沿 い の ラ ン ラ ン 公 園 大 谷 付 近 か ら 栄 橋 ま で 植 樹 を 行 い 、 当 日 は 天

候 に も 恵 ま れ 、 多 く の 子 供 た ち を は じ め と す る 町 民 の 皆 さ ん 、 町 議

会議員 の皆 様 、渡 邊小樽 開発建 設 部長、北谷 後志総 合振興 局長な ど 、

１１０ 名の御 参 加のも と実施 い たしま した。  

こ の 植 樹 に よ り 、 豊 国 橋 か ら 栄 橋 に か け て 、 す ば ら し い 桜 並 木 と

なるこ とを念 願 するも のでご ざ います 。  

１ ０ 月 １ ９ 日 １ ０ 時 か ら、この日 は、本 町の 開基１ ２０年 を祝し 、

記念式 典が山 村 開発セ ンター で 挙行さ れ、中村 裕 之代議 士をは じ め、

羊蹄山 麓の町 村 長、議会 議長、議 会議員、町功労 者 など、関 係者約 １

８０人 が出席 さ れまし た。  

式 典 に 先 立 ち 、 オ ー プ ニ ン グ で は 、 北 海 道 歌 旅 座 に よ る 音 楽 に 合

わ せ て 、 昭 和 ・ 平 成 の 町 の 行 事 の 記 録 写 真 や ス ナ ッ プ 写 真 な ど を ス

ライド で紹介 、そ の後の 式典で は 、私から 式辞を 申 し上げ 、４ 名の 来

賓 の 祝 辞 に 続 き 、 昆 布 渓 流 太 鼓 愛 好 会 の 力 強 い 太 鼓 演 奏 を 披 露 し 、

最 後 に 冨 樫 議 長 か ら お 礼 の 御 挨 拶 を 申 し 上 げ 、 盛 会 の う ち に 終 了 す

ること ができ ま した。  

冨 樫 議 長 を は じ め 議 会 議 員 の 皆 様 、 関 係 機 関 の 皆 様 の 御 理 解 と 御

協力の もと 、改め て 、こ の場 をお借 りし感 謝と御 礼 を申し 上げま す 。  

ま た 、 記 念 式 典 終 了 後 の 午 後 ２ 時 ３ ０ 分 か ら は 、 北 海 道 歌 旅 座 の

「昭和 の歌 」コ ン サート を開催 し 、町内・町外 から 約 ２００ 名が来 場
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してお ります 。  

会 場 は 、歌 旅座 の 懐かし い昭和 の 歌謡曲 に、昔を 懐 かしん だり 、明

日 に 希 望 を 持 っ た り 、 笑 っ た り 、 泣 い た り 、 さ ま ざ ま な 感 情 あ ふ れ

る、質 の高い 音 楽を楽 しまれ ま した。  

４ ペ ー ジ 、１０ 月 ２ ４ 日 木曜日 １ ５ 時３ ０分か ら 、この日 は、蘭越

町収穫 感謝祭 を 実施し ました 。  

式 典 に は 、冨樫 議 長はじ め議会 議 員の皆 様、農業 関 係者 、関係 機関

の 皆 様 の 御 出 席 を い た だ き 、 今 年 一 年 の 農 作 物 の 収 穫 、 農 作 業 の 安

全に感 謝し、 実 施いた したと こ ろです 。  

１ ０ 月 ２ ５ 日 金 曜 日 １ ０ 時 か ら 、 こ の 日 は 洞 爺 湖 町 役 場 経 済 部 鈴

木参事 がお見 え になり、来年 ８ 月２３ 日に開 催 される、「 北海 道 トラ

イアス ロン」 に ついて の説明 を 受けて おりま す 。  

ト ラ イ ア ス ロ ン は水泳 、自 転車、長距離 走を連 続 して順 番に行 う 、

耐 久 競 技 で す が 、 今 回 で ４ 回 目 と な る 本 大 会 で は 、 洞 爺 湖 で 約 ２ キ

ロ 泳 ぎ 、 自 転 車 で 約 １ ２ ０ キ ロ 走 行 し て 蘭 越 町 ま で 来 て 、 町 内 河 川

敷 を 約 ２ ０ キ ロ 走 る コ ー ス を 設 定 し た い と の こ と で 、 協 力 要 請 が ご

ざいま した 。  

私 か ら は 、羊蹄・西胆振 の連携 の 重要性 から 、相 互 に協力 できる 体

制を作 り、羊蹄山 麓の町 村長に も 確認し たうえ で、たくさ んの方 が 、

こ の 地 域 の 良 さ に 触 れ て い た だ け る こ と で 、 魅 力 あ る 大 会 に な る の

であれ ば協力 し ていき たい旨 、お 答えい たした と ころで ござい ま す。 

１ １ 月 2 日 土 曜 日 １０ 時３０ 分 から、 この日 は 、港地 区にお い て

地震津 波訓練 を 実施し 、住 民・関 係団体 約６０ 人 が参加 して 、消 防 サ

イレン の吹鳴 と ともに 、４ヵ 所 の避難 所に避 難 いたし ました 。  

そ の 後 、 介 護 予 防 拠 点 セ ン タ ー み な と に 集 合 し て い た だ い た 皆 さ

ん に 、 訓 練 の 参 加 人 数 や 集 合 時 間 を 報 告 し た 後 、 私 と 佐 藤 消 防 団 長

から訓 練の講 評 を申し 上げた と ころで ござい ま す 。  

ま た 、訓 練 終了 後 に、港地 区津波 避 難タワ ーの概 要、さらに、防災

ガ イ ド マ ッ プ の 活 用 方 法 等 に つ い て 、 担 当 職 員 か ら 報 告 を 申 し 上 げ

たとこ ろでご ざ います 。  

 次 に 、 ら ん こ し 米 の 新 米 Ｐ Ｒ を 実 施 い た し ま し た の で 、 御 報 告 申

し上げ ます。  

 本 町 の 基 幹 作 物であ る「 らん こし米 」の 新米 出荷に 合わせ 、「 らん

こし米 」の ＰＲ と 消費拡 大を目 的 に、１０月 １５ 日 に、冨樫町 議会 議

長、中井農 業委 員 会会長 、向 山道 営 農地整 備事業 連 絡協議 会会長 、大

友 水 稲 生 産 組 合 蘭 越 支 部 長 と と も に 、 鈴 木 直 道 北 海 道 知 事 を 表 敬 訪
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問し、 蘭越米 を 贈呈し 、蘭越 米 の ＰＲ を行っ て まいり ました 。  

 こ の 模 様 は 、 知 事 の フ ェ イ ス ブ ッ ク に も 載 せ ら れ 、 多 く の 方 に 発

信され たとこ ろ でござ います 。  

 １ ０ 月 １ ７ 日 ・ １ ８ 日 の 両 日 、 北 海 道 庁 隣 の ポ ー ル ス タ ー 札 幌 前

におい て、新 米 フェア を実施 い たしま した。  

会 場 で は 生 産 者 の 皆 さ ん と と も に 、 新 米 や 野 菜 、 漬 け 物 な ど の 特

産 品 の 販 売 を 行 う と と も に 、 十 七 日 に は 、 札 幌 駅 前 で 生 産 者 の 皆 さ

んとＳ ＴＶ テ レ ビの「ど さんこ ワ イド 」に 生出演 し「らんこ し米」の

ＰＲを 行って ま いりま した。  

 こ れ ら の Ｐ Ｒ を 通 し て 、「 ら ん こ し 米 」 の 知 名 度 の 向 上 が 図 ら れ 、

消費拡 大につ な がるも のと期 待 してい るとこ ろ でござ います 。  

 次 に 、「 米 の 出 荷状況 」につ い て御 報 告申し 上 げます 。  

 平 成 ３ ０ 年 産 から、「 生産 の目 安」が設 定さ れ 、今年、本町 に 示さ

れた「 生産の 目 安」は 、主 食用は ８，８ ３９ ．４ト ン、１ ４万７ ，３

２４俵 で、加工 米 などの 主食用 以 外は２，１６９．７トン、３万 ６ ，

１６２ 俵でご ざ います 。  

 生 産 出 荷 団 体 による 出荷契 約 数量は 7 万 ２ ， １ ５４ 俵で、 １ ０月

３ ０日 現在 、 7 万 ７ ， ６ ４２ 俵 が出荷 されて お ります 。  

 ま た 、 加 工 米 を除く 一等米 の 出荷数 量は 7 万 ６ ， ６ ２４俵 で 、一

等米出 荷比率 は １００ ％ とな っ ており ます。  

 以 上 で「 ら ん こ し米の 新米Ｐ Ｒ 」の実施 と「米の 出 荷状況」につい

ての行 政報告 を 終わり ます。  

 次 に 、 本 日 提 案 い た し ま す 議 案 の 提 案 理 由 の 大 綱 に つ い て 、 御 説

明申し 上げま す 。  

議 案 第 １ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算

第６号 でござ い ますが 、歳 入歳 出 それぞ れ２ ，１ ０ ２万８ ，０ ００ 円

の追加 をお願 い するも のでご ざ います 。  

 歳 出 の 主 な も の に つ き ま し て は 、 総 務 費 で は 町 功 労 者 表 彰 記 念 品

１６万 ８，００ ０ 円の追 加など ４ ６万６ ，０ ００ 円 の追加 、衛 生費 で

は簡易 水道事 業 特別会 計繰出 金 ３０６ 万 ８千 円 の追加 、商 工費 で は、

ふるさ と納税 寄 附者謝 礼 １２ ３ 万４，００ ０ 円の 追加な ど  ２ ６ １ 万

８ ，０００ 円の 追 加、土木費 では 、町道及 び私道 除 雪委託 料 ６０ ０ 万

円 の 追 加 と 教 職 員 住 宅 の 修 繕 料 ８ ４ ９ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 を 合 わ

せまし て １，４ ４ ９万２，０００ 円 の追加、教育費 で は、花一 会図書

館 玄 関 戸 ガ ラ ス 交 換 修 理 １ ７ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 な ど ３ ８ 万 ４ ，

０００ 円の追 加 、また 、財 源内訳 の変更 でござ い まして、「ふ るさ と
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を想う 寄附金 」３００ 万 円を 、民生費 、衛 生費 、商工費 へ、それ ぞれ

歳出充 当し 、合 わ せまし て歳出 総 額 ２ ，１０ ２万 ８ ，０ ００ 円 を追 加

するも のでご ざ います 。  

 歳 入 に つ き ま しては 、除 雪機 使 用料 ４ ３万５ ，０ ００円 の追加 、ふ

る さ と を 想 う 寄 附 金 ３ ０ ０ 万 円 の 追 加 、 前 年 度 繰 越 金 １ ， ７ ４ ２ 万

１，００ ０ 円の 追 加など、合わせ ま して歳 入総額 ２，１０２ 万８，０

００円 を充当 す るもの でござ い ます。  

 議 案 第 ２ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特 別

会計補 正予算 第 ３号 で ござい ま すが 、歳入 歳出 そ れぞれ ４５３ 万 ４，

０００ 円の追 加 をお願 いする も のでご ざいま す 。  

 歳 出 に つ き ま し て は 、 大 谷 地 区 の 水 道 施 設 修 繕 料 ２ ７ ５ 万 ３ ， ０

００円 の追加 、 曙第 3 団 地 水 道 管布設 工事 １ ６ ８万３ ，００ ０ 円な

ど 、 合 わ せ ま し て 歳 出 総 額 ４ ５ ３ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 追 加 す る も の で ご

ざいま す。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 一 般 会 計 繰 入 金 ３ ０ ６ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 の 追

加、前年度 繰越 金 １０６ 万４ ，０ ０ ０ 円の 追加な ど 、合わせ まして 歳

入総額 ４５３ 万 ４，０ ００ 円 を 充当す るもの で ござい ます。  

 な お 、詳 細 に つ きまし ては 、議 案 説明の 時に 、担 当 課長か ら説明 い

たしま す。以上 で 行政報 告及び 提 案理由 の大綱 の 説明 を 終わり ま す。 

よ ろ し く 御 審 議 をお願 い申し 上 げます 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由

の大綱 説明を 終 わりま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ５ 、 議 案 第 １ 号 令 和 元 年 度 蘭 越 町 一 般

会計補 正予算 を 議題と いたし ま す。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。  「 小 林 総 務 課 長」  

 

〇 総 務 課 長（ 小 林俊 也 ） た だ 今 、上 程さ れまし た 、議案第 １号令 和

元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 第 ６ 号 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し あ

げます 。  

 現 在 、こ の 会 計 の予算 の総額 は、６７億 ９，６０ ４ 万５，０ ００円

で、歳入歳 出そ れぞれ 、２ ，１０ ２万８ ，０ ００ 円を追 加し 、６ ８億

１，７ ０７万 ３ ，００ ０ 円と す るもの です。  

 ま た 、歳 入 歳 出 予算の 補正の 款・項の区 分、及び 当 該区分 ごとの 金

額、並 びに 補正 後の歳 入歳出 予 算の金 額は、「第 １表、歳入 歳出 予算
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補正」 による も のです 。  

そ れ で は 事 項 別 明細書 の歳出 か ら御説 明いた し ます。  

 ７ ペ ー ジ を 御 覧願い ます。  

２ 款 総 務 費  １ 項 総 務 管 理費  ３ 目 会 計 管 理 費 、補正額 １３万 ３，

０００ 円。１ ８ 備品購 入費１ ３ 万３， ０００ 円 。  

 事 務 の 迅 速 化 及 び 効 率 化 を 図 る た め 、 指 定 金 融 機 関 で あ り ま す 北

海 道 信 用 金 庫 と の 間 で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト バ ン キ ン グ を 導 入 す る に あ

た り 、 セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 等 、 専 用 パ ソ コ ン １ 台 ほ か Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ

など端 末の整 備 が必要 となる た め、購 入する も のです 。  

４ 目 財 産 管 理 費 、補正額 １６万 ５ ，０００ 円。１８ 備 品購入 費 １６

万５，０ ００ 円。役場庁 舎１階、給 湯室の 冷蔵庫 が 故障し たため、購

入する もので す 。  

７ 目 自 治 振 興 費 、補正額 １６万 ８ ，０００ 円。８報 償 費 １６ 万８，

０ ０ ０ 円 。 町 功 労 者 表 彰 記 念 品 で 、 当 初 予 算 計 上 し て お り ま し た 人

数より 、表彰 者 が増と な り、 追 加をす るもの で す。  

３ 款 民 生 費  １ 項 社 会 福 祉費  １ 目 社 会 福 祉 総 務費 。  

財 源 内 訳 の 変 更 で、特定財 源・そ の他８ ０万円 は 、地域福 祉推進 事

業指定 寄附金 で す。  

３ 款 民 生 費  ２ 項 児 童 福 祉費  １ 目 児 童 福 祉 総 務費 。  

 財 源 内 訳 の 変 更で 、特定 財源・その他 ８０万 円 は、子ども 育成 支 援

事業指 定寄附 金 です。  

４ 款 衛 生 費  ３ 項 上 水 道 費  １ 目 簡 易 水 道費 、補 正額３ ０６万 ８，

０００ 円。２８ 繰 出金３ ０６万 ８ ，０００ 円。簡易 水 道事業 特別会 計

繰出金 の追加 で す。８ ページ を 御覧願 います 。  

６ 款 農 林 水 産 業 費  １ 項 農 業 費  ３ 目 農 業 振 興 費 。  

財 源 内 訳 の 変 更 で、特定財 源・そ の他３ ０万円 は 、地域産 業振興 事

業指定 寄附金 で す。  

６ 款 農 林 水 産 業 費  ２ 項 林 業 費  ２ 目 林 業 振 興 費 。  

財 源 内 訳 の 変 更 で、特定財 源・そ の他３ ０万円 は 、森林資 源整備 事

業指定 寄附金 で す。  

７ 款 商 工 費  １ 項 商 工 費  ５ 目 観 光 費 、 補 正 額 ２ ６ １ 万 ８ ， ０ ０

０円 。特定 財源・その他 ８０万 円 は、町づく り事 業 指定寄 附金で す 。  

８ 報 償 費 、１２ ３ 万４ ，００ ０ 円 。ふるさ と納税 寄 付者謝 礼の追 加

で、ふ るさと 納 税の増 加によ る もので す。  

１ １ 需 要 費 、２ ８万３ ，０ ００ 円 。印刷製 本費 で、観光 Ｐ Ｒ 、イ ベ

ン ト 等 で 、 特 産 品 の 頒 布 等 に 使 用 す る 紙 袋 が 不 足 し て き た の で 、 新
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たに作 成する も のです 。  

１ ２ 役 務 費 、１ １ ０万１，０００ 円 。郵便料 ６１万 ９ ，０００ 円、

ふ る さ と 納 税 シ ス テ ム 取 扱 手 数 料 ４ ８ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 す る も

ので、 納税件 数 の増加 による も のです 。  

な お 、昨 年 度の ふ るさと 納税の 実 績は 、寄付 者数 ２ ７７件 、６ ３０

万円と なって お ります が、今年 度 現在で 、寄 附者 数 ３１２ 件、７３ ０

万円と なって お ります 。次の ペ ージに なりま す  

８ 款 土 木 費  ２ 項 道 路 橋 梁 費  ６ 目 除 雪 費 、 補 正 額 ６ ０ ０ 万 円 。  

特 定 財 源 ・ そ の 他４３ 万５， ０ ００ 円 は、除 雪 機械使 用料で す 。  

１ ３ 委 託 料 、６ ０ ０ 万 円 。町道等 除 雪委託 料の追 加 で、燃料 費、労

務単価 の改訂 及 び除雪 回数の 見 直し等 による も のです 。  

８ 款 土 木 費  ４ 項 住 宅 費  ３ 目 町 営 住 宅 管 理 費 、 補 正 額 ８ ４ ９ 万

２，０００ 円 。１ １需用 費 、８４ ９万２ ，０ ００ 円。蘭越町 ５１ ８番

地 、 蘭 越 中 学 校 そ ば に あ り ま す 教 職 員 住 宅 を 、 今 後 も 使 用 す る に あ

たり、 修繕等 が 必要な 状況の た め補正 をお願 い するも のです 。  

１ ０ 款  教 育 費  ４ 項  社 会 教 育 費  ３ 目  花 一 会 図 書 館 費 、補正 額

１７万 ２，００ ０ 円 。特定 財源・その他 １７万 ２ ，０ ００ 円 は 、建 物

災害共 済金で す 。１ １需用 費 、１ ７万２ ，０ ００ 円。修繕料 で 、玄 関

戸 ガ ラ ス 交 換 修 理 で 、 飛 び 石 に よ り 、 ガ ラ ス 面 に ひ び 割 れ が 発 生 し

たため 、追加 を するも のです 。  

１ ０ 款 教 育 費  ５ 項 保 健 体 育 費  １ 目 保 健 体 育 総 務 費 、 補 正 額  

２ １ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 。 １ ９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 ２ １ 万 ２ ， ０ ０ ０

円。体育 振興奨 励 事業費 補助金 で、児童・生 徒の全 道 大会等、出場者

の増加 により 、 補助金 の追加 を するも のです 。  

続 い て 、 歳 入 に 戻りま す。５ ペ ージを 御 覧願 い ます。  

１ ５ 款 使 用 料 及 び手数 料、１ ９ 款 寄付 金は説 明 を省略 します 。  

２ １ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、  補 正 額 １ ， ７ ４ ２ 万

１，００ ０円、１ 繰越金、前年度 繰 越金で す。６ペ ー ジにな ります 。  

２ ２ 款 諸 収 入 は 説明を 省略し ま す。 以 上で説 明 を終わ ります 。  

よ ろ し く 御 審 議 いただ きます よ う、お 願いい た します 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） こ れ を も っ て 、提案 理由 の説 明 を終わ ります 。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。  

 質 疑 あ り ま せ んか。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。  
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これを もって 質 疑を終 了いた し ます。  

 こ れ よ り 討 論 を行い ます。  

 討 論 あ り ま せ んか。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。  

こ れ を も っ て 討 論を終 了いた し ます。  

 こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 令 和 元 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決

いたし ます。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 のとお り決定 す ること に御異 議 ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 よ っ て 、 議 案 第１号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 ６ 、議 案第２ 号、令 和元 年度蘭 越町簡 易

水道事 業特別 会 計補正 予算を 議 題とい たしま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。  「 北 山 建 設 課 長」  

 

〇 建 設 課 長（ 北山 誠 一 ） た だ 今 、上 程 されま し た、議案 第２号、令

和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 第 ３ 号 に つ い て 、 御

説明申 し上げ ま す。  

こ の 会 計 の 現 在 の歳入 歳出予 算 の総額 は、１億 ８ ，０ ３５万 ２ ，０

００円 で、この 総 額に４ ５３万 ４ ，０００ 円を追 加 し、歳入歳 出予 算

の総額 を１億 ８ ，４８ ８万６ ， ０００ 円とす る もので す。  

 ま た 、 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額

並びに 補正後 の 歳入歳 出後の 予 算の金 額は、「第 １表歳 入歳出 補 正予

算」に よるも の です。  

 そ れ で は 、 事 項別明 細書の 歳 出から 御説明 申 し上げ ます。  

 ６ ペ ー ジ を 御 覧願い ます。  

 １ 款 事 業 費  １ 項 水 道 事 業 費  １ 目 水 道 総 務 費 、 補 正 額 ９ 万 ８ ，

０００ 円 。特定 財 源の そ の他の ９ 万８ ，００ ０円 は 、８ 月３１ 日に 御

成 地 区 に お い て 風 力 発 電 送 電 線 埋 設 工 事 に よ り 水 道 管 を 破 損 さ せ た

施 工 業 者 、 ま た ９ 月 ３ 日 に 昆 布 に お い て 住 宅 建 設 現 場 に て 水 道 管 を

破損さ せた業 者 からの 弁償金 で す  

３ 節 職 員 手 当 等 、 ９ 万 ８，０ ０ ０円 。 時間外 勤 務手当 です。  

先 ほ ど 説 明 い た し ま し た 、 そ れ ぞ れ の 工 事 に よ っ て 破 損 し ま し た

水道管 復旧作 業 のため 出動し た 職員の 時間が 手 当てで す。  
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２目水 道維持 費 、補正額 ４ ４３ 万 ６，０００ 円 。特 定財源 その他 の

３ ０ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 は 、 先 ほ ど 説 明 し ま し た 御 成 地 区 及 び 昆 布 地 区

での水 道管を 破 損させ た施工 業 者から の弁償 金 です。  

１ １ 需 用 費 、 ２ ７ ５ 万 ３，０ ０ ０円。 修繕料 で す。  

御 成 地 区 及 び 昆 布 地 区 の 水 道 管 漏 水 修 理 費 及 び 今 年 度 、 蘭 越 地 区

に お い て 実 施 し ま し た 水 道 管 漏 水 調 査 に よ り 発 見 し た 水 道 本 管 ２ か

所の漏 水修理 を 行いた く補正 を 行うも のです 。  

１ ５ 工 事 請 負 費 １ ６ ８ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 。 曙 第 ３ 団 地 水 道 管 布 設 工

事 で す 。 蘭 越 東 地 区 の 一 部 に お い て 、 建 物 が 建 設 さ れ 戸 数 が 増 え た

こ と に よ り 、 そ の 一 部 地 区 の 給 水 に 不 足 を 生 じ る こ と か ら 、 既 存 の

水 道 管 に 別 の ル ー ト か ら の 水 道 管 を 接 続 す る た め の 工 事 を 実 施 し た

く 補 正 を お 願 い す る も の で す 。 次 に 歳 入 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し

上げま す。 ５ ペ ージを 御 覧願 い ます。  

３ 款 繰 入 金  １ 項 一 般 会 計 繰 入 金  １ 目 一 般 会 計 繰 入 金 ３ ０ ６ 万

８，０００ 円 。一 般会計 繰入金 を 追加し 、歳 出に 充 当する もので す 。  

４ 款 繰 越 金  １ 項 繰 越 金  １ 目 繰 越 金 、  補 正 額 １ ０ ６ 万 ４ ， ０

００円 。前 年度 繰 越金１ ０ ６万 ４ ，０００ 円を追 加 し、歳出充 当す る

もので す。  

５ 款 諸 収 入 に つ き ま し て は 、 歳 出 の 特 定 財 源 の 中 で 説 明 い た し ま

したの で、説 明 を省略 いたし ま す。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 く だ さ る よ う お 願 い い

たしま す。  

  

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て提 案理由 の 説明を 終わり ま す。  

 こ れ よ り 質 疑 に入り ます。  

質 疑 あ り ま せ ん か。  「 ９ 番 、 栁 谷議 員」  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要）  ２ つ ほ ど 伺 います 。  

 ま ず １ 点 。道 路 、特に町 道その ほ か、水道 管の埋 設 が普通、路肩及

び 歩 道 に さ れ て い る わ け で す 。 ま ず １ 点 、 工 事 業 者 は 事 前 に 埋 設 管

の 布 設 状 況 を 、 図 面 そ の ほ か で 確 認 に 来 て い る ん だ ろ う か と い う 疑

問が度 々あり ま す。住民生 活に 及 ぼす影 響を考 え ますと 、非 常に 、水

道 が 直 っ て も 濁 り 水 、 十 分 排 泥 さ れ な い と い う 状 況 で 、 時 間 が か か

る と い う 状 況 、 同 時 に 職 員 も 動 員 さ れ て 、 大 変 な 目 に あ う と い う こ

と が ご ざ い ま す 。 埋 設 状 況 の 図 面 も 含 め た 問 い 合 わ せ 、 そ れ と そ れ

に 応 じ る 体 制 と い う の は ど の よ う に な っ て い る の か 、 そ の 辺 ち ょ っ
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と、ま ず第１ 点 伺いま す。  

 も う 一 つ 伺 い ま す 。 大 き い 工 事 に な り ま す と 、 布 設 替 っ て い う の

は あ る わ け で ご ざ い ま し て 、 こ の 時 で す ね 、 現 に 布 設 さ れ て る 既 存

の 配 管 を 評 価 を し て 、 補 償 工 事 の 場 合 は そ の 評 価 を 、 年 数 が 経 っ て

い る そ の 償 却 に 応 じ た 補 償 が さ れ る か と 思 う ん で す か 、 こ れ ち ょ っ

と 認 識 も 、 私 の 認 識 が 正 し い か ど う か 、 そ の こ と も ひ と つ 伺 い た い

んです が、それ で 、満額補 償にな っ た場合 ですね 、そ の場合、償却そ

の ほ か の 扱 い に つ い て は ど う い う ふ う に な る の か と い う こ と で す ね 。 

 償 却 さ れ て す で に な く な っ た 場 合 は 、 町 が 新 し い 分 を 補 填 し な け

ればな らない の か、そ この所 を 二つ、 お願い し ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 山 建 設 課 長。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北山 誠 一 ）  栁 谷 議 員 の 御質問 に お答え いたし ま す。  

 １ 点 目 で す 、 水 道 管 の 埋 設 位 置 の 確 認 な ん で す が 、 業 者 の ほ う で

水 道 工 事 係 の ほ う に 来 て い た だ い て 、 埋 設 位 置 は 確 認 し て い る ん で

す が 、 ど う し て も そ の 埋 設 さ れ た 位 置 が で す ね 、 絶 対 こ こ に 入 っ て

る と 言 い 切 れ な い 部 分 が あ る も の で す か ら 、 道 路 の 右 、 左 に 入 っ て

い る 、 ま あ 工 事 で わ か っ て い れ ば 路 肩 に 入 っ て い る よ う だ と い う 確

認はし ており ま す。  

 そ れ で 、２ 点 目 なんで すが 、布 設 替 の補 償工事 で すね 、まあ 今回 の

こ の 補 正 の 部 分 で は 、 既 存 の 水 道 管 に 違 う ル ー ト か ら の 布 設 に よ る

も の で し て 、 そ の 部 分 を 新 設 扱 い と な り ま す の で 、 補 償 だ と か い う

部 分 の 計 算 は さ れ な い で 、 単 純 に 工 事 費 の 計 上 を さ せ て い た だ い て

るもの でござ い ます。  

 道 路 の 補 償 工 事 に よ っ て 、 そ の 部 分 に 関 し て 補 償 さ れ な い 、 町 の

単費で 実施し て おりま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  山 内 副 町 長 。  

 

〇 副 町 長（ 山 内 勲） 議 員 の ２ 点 目 のほう ですけ ど、例えば、道道 の

舗 装 改 良 工 事 に 伴 っ て 町 の 水 道 が 布 設 替 す る と 、 そ う し た 場 合 、 当

然 、 新 規 に 入 っ て い る 水 道 管 と い う こ と に な り ま せ ん の で 、 例 え ば

２ ０ 年 経 っ た 水 道 管 、 ３ ０ 年 経 っ た 水 道 管 と い う の は 減 価 償 却 し て

お り ま し て 、 減 耗 補 償 と い う こ と に な っ て お り ま す の で 、 償 却 し た

部分は 町の方 で 持ち出 しする と 。それ以 外の残 存 価格分 につい て は、
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道 の 方 の 補 償 か ら お 金 が 来 る と 。 そ う い っ た 仕 組 み に な っ て い る と

いうこ とで御 理 解いた だけれ ば と思い ます。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  水 が 通 っ て る 限 り は １ ０ ０ ％ 町 の 財 産 で す ね 、

た だ 断 水 す る と 、 こ れ は 、 補 償 工 事 は 傷 め た 業 者 は 残 存 分 し か 補 償

しない 、補償 さ れない 分は町 の 負担 と いう解 釈 でよろ しいで す か。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  山 内 副 町 長 。  

 

〇 副 町 長（ 山 内 勲） す い ま せ ん 、ちょっ と私、言い 方悪か ったか も

しれま せん。例 え ば、漏水 事故を 起 こした 場合は、そ れはも う、業者

さんが １００ ％ 原因負 担です か ら、１ ００％ 補 償しま す。  

 僕 が 先 ほ ど 説 明した のは 、例 え ば、道路改 良舗 装 工事に よって 、敷

設替す るよう な 場合あ ります よ ね、道 道の道 路 改良に よって 。  

 そ う し た 場 合 は 、 原 因 者 は 北 海 道 に あ る ん で す け ど 、 そ う し た 場

合は減 価償却 分 は町が 持つと 。残 存価格 分につ い てのみ 、北 海道が 、

あ る い は 国 が 補 償 す る と 、 そ う い っ た 仕 組 み に な っ て い る と い う こ

と 、 そ れ か ら 繰 り 返 し に な り ま す け れ ど 、 漏 水 事 故 に よ っ て 起 こ っ

た原因 につ い て は、そ れは １００ ％、起 こし た業者 が負担 をする と 。

そ う い う ふ う に し て 分 け ら れ て い ま す の で 、 御 理 解 い た だ け れ ば と

思いま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  計 画 的 な 工 事 に つ い て は 、 残 存 補 償 と い う の が

受 け ら れ る と い う こ と で す ね 。 当 然 、 事 業 費 の 中 か ら 不 足 分 は 補 償

される という 解 釈です ね。それか ら、事 故の 場合は １００ ％補償 と 、

そうい う解釈 で よろし いかと 。 よくわ かりま し た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  答 弁 い い で すか 。  「 金 町 長 」  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行）  栁 谷 議 員 の 再質問 にお答 え いたし ます。  

 今 、 副 町 長 と 担 当 課 長 が 申 し た と お り で す ね 、 工 事 の 内 容 に よ っ

て 、 事 故 を 起 こ し た 内 容 に よ っ て 、 そ れ に つ い て は 違 う と い う 分 で
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ござい ます 。前 段 申した 、業 者が 起 こした 事故に つ いては 、人 件費 分

も 含 め て １ ０ ０ ％ 、 業 者 の ほ う か ら 負 担 を し て も ら う と 、 そ う い う

かたち で今進 め ており ます。  

 計 画 的 な 道 路 改 良 、 そ う い う も の に 伴 う 水 道 管 の 敷 設 替 に つ い て

は、先ほど 言っ た 減耗分 、そ の辺 の 所を含 めた部 分 の中で 、そ れぞ れ

の負担 を行っ て いると いうこ と で御理 解願い た いと思 います 。  

 そ れ と 、業 者 の ほうに は、水道 管 の部分 につい て は、十分話 をし な

が ら 、 注 意 を し な が ら 工 事 を 行 っ て ほ し い と い う こ と は 、 こ ち ら の

ほ う か ら 指 導 を し て お り ま す 。 た だ 、 今 は 新 し い 布 設 替 を し た 場 合

は 、 図 面 等 も 電 子 化 に な っ て い ま す の で 、 あ る 程 度 の 部 分 は わ か る

んです が、古い 、そうい う部分 は 、ある程 度こう い う所で はない か と

い う 中 で 、 な る べ く お 知 ら せ を 詳 細 に し て 、 気 を つ け て と い う こ と

を 行 っ て い る 状 況 で ご ざ い ま す 。 業 者 の ほ う で も く れ ぐ れ も 十 分 注

意 を し て 行 っ て い る と い う ふ う に 認 識 は し て お り ま す が 、 ど う し て

も 事 故 を 起 こ し た 時 に は 、 住 民 の 皆 さ ん に 御 迷 惑 が か か る と い う こ

と も ご ざ い ま す の で 、 今 後 に お い て も 工 事 に あ た っ て は 十 分 周 知 を

しなが ら、行 っ てまい りたい と 考えて おりま す 。御理 解下さ い 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  栁 谷 議 員 。  

 

〇 ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  そ こ で 、 ち ょ っ と 追 加 の 質 問 で お 許 し い た だ き

たいん ですが 、先 ほど１ 回目の 質 問であ った 、布 設 図面が 、業 者の 皆

さ ん か ら よ く 聞 く 話 で す け ど 、 布 設 図 面 が 現 地 と 合 っ て い な い と い

う 場 合 が 間 々 あ る と 。 そ の 場 合 、 ケ ー ス バ イ ケ ー ス で 話 し 合 い で 補

償が成 り立つ の か、１００ ％業 者 の責任 なのか 、そ の辺の 所を 、あ く

ま で も 素 人 の 考 え で は ケ ー ス バ イ ケ ー ス か な と 思 っ た り も す る ん で

すけど 、布 設の 図 面の保 管状況 だ とか 、古い もの 、町長か らお話 あ り

ま し た け ど 、 十 分 な の か 、 そ の 辺 の 所 も 含 め て 整 備 さ れ て い る の か

ちょっ とお願 い します 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  北 山 建 設 課 長。  

 

〇 建 設 課 長（ 北山誠 一 ） 水 道 管 の 図 面等 の管理 な んです けど、今、

古 い 図 面 か ら 、 パ ソ コ ン 上 に 位 置 だ と か 、 ど こ に 入 っ て い る か と い

う 位 置 だ と か パ ソ コ ン 上 に 落 と す 作 業 を 委 託 し て い る と こ ろ で ご ざ

い ま し て 、 古 い 図 面 が あ れ ば そ の ま ま 行 く ん で す け ど 、 な い 場 合 も
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あ る の で 、 そ の 辺 は そ の 後 の 工 事 だ と か い う 図 面 を 探 し な が ら 、 そ

の 辺 を 整 理 し な が ら 位 置 等 を き ち ん と 把 握 で き る よ う な 、 シ ス テ ム

管理で きるよ う に、今、委託 を出 してい るとこ ろ でござ いまし て 、そ

れ が で き ま し た ら 、 あ る 程 度 の 位 置 は 特 定 で き る ん で す が 、 や は り

こ の 、 昭 和 ４ ０ 後 半 で す か 、 そ の 頃 の 工 事 の 発 注 状 況 に よ っ て は ち

ょ っ と 確 定 で き な い 部 分 も あ り ま す の で 、 そ の 辺 は 業 者 と ｎ 打 ち 合

わ せ を 行 っ て で す ね 、 こ の 辺 に 入 っ て い る と い う こ と で 、 気 を つ け

て や っ て く だ さ い と い う こ と で し か 、 う ち の 方 は 指 示 で き ま せ ん の

で 、 そ う い う ふ う な 施 工 の 仕 方 を し て も ら っ て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。 以上で ご ざいま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  ほ か に 質 疑 あり ません か 。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 質 疑 な し と 認 めます 。  

こ れ を も っ て 質 疑を終 了いた し ます。  

 こ れ よ り 討 論 を行い ます。  

討 論 あ り ま せ ん か。  

（「 な し 」 と 呼ぶ 者あり ）  

 討 論 な し と 認 めます 。  

 こ れ を も っ て 討論を 終了い た します ・  

 こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 、 令 和 元 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

補正予 算を 採 決 いたし ます。  

 お 諮 り い た し ます。  

 本 案 は 、 原 案 の通り 決定す る ことに 御異議 あ りませ んか。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 議 案 第２号 は原案 の とおり 可決さ れ ました 。  

 

〇 議 長（ 冨 樫 順 悦） 日 程 第 ７ 、報 告第１ 号、所 管事 務調査 の中間 報

告につ いて、 総 務文教 常任委 員 長から 報告を 願 います 。  

 ６ 番 、 難 波 議 員。  

 

〇 ６ 番（ 難 波 修 二） た だ 今 、上 程 されま した、報告 第１号 総務文 教

常任委 員会 所 管 事務調 査の中 間 報告に ついて 報 告をい たしま す 。  

 令 和 元 年 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お い て 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 の

承 認 を 受 け ま し た 、 本 委 員 会 の 所 管 事 務 中 、 総 務 課 と 税 務 課 の 所 管
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の調査 が終了 い たしま したの で 、その 結果を 報 告いた します 。  

 調 査 期 間 は ８ 月 ３０ 日、出席 委 員は私 ほか４ 名 の委員 であり ま す。

ま た 、 経 済 建 設 常 任 委 員 会 か ら ３ 名 が オ ブ ザ ー バ ー 参 加 し て お り ま

す。  

 は じ め に 、 公 共 施 設 等 個 別 施 設 計 画 の 策 定 状 況 に つ い て 調 査 を い

た し ま し た 。 本 計 画 は 、 今 後 の 公 共 施 設 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 管 理

を 推 進 す る こ と を 目 的 に 、 平 成 ２ ８ 年 に 策 定 し た 、 公 共 施 設 等 総 合

管理計 画の具 体 的な個 別計画 と して、 本年度 に 策定す るもの で す。  

 施 設 カ ル テ を 作 成 し 、 施 設 の 更 新 費 用 や 優 先 順 位 な ど を 含 め て 、

管 理 に 関 す る 基 本 計 画 や 計 画 的 維 持 に つ い て 明 ら か に す る も の で 、

現在推 進中の 第 ６次総 合計画 の もとと なる重 要 な施設 計画で す 。  

 施 設 の 老 朽 度 や 利 用 状 況 な ど 、 客 観 的 な デ ー タ を も と に 評 価 を 行

い 、 将 来 の 適 切 な 施 設 管 理 の 基 本 と な る よ う に 、 策 定 作 業 の 円 滑 な

進捗を 期待い た します 。  

 な お 、 山 村 開 発 セ ン タ ー に つ い て は 、 管 内 的 規 模 の 大 き な 集 会 の

開 催 が 本 町 で は 難 し い 状 況 で あ り ま す し 、 芸 能 文 化 団 体 等 か ら 、 舞

台 発 表 な ど に 適 し た 施 設 設 備 の 改 善 要 望 も 多 く 寄 せ ら れ て お り ま す

ので、 できる 限 り早期 に改修 の 検討を 進めて い ただき たい。  

 つ ぎ に 、 町 開 基１２ ０年記 念 事業に ついて で す。  

 ４ 月 か ら 取 り 組 ん で い る 各 種 事 業 に つ い て は 、 町 民 ス ポ ー ツ 交 流

会 や 夏 季 巡 回 ラ ジ オ 体 操 会 、 鎌 田 實 さ ん の 講 演 会 な ど 、 大 変 有 意 義

で、町民の 皆さ ん から好 評をい た だいた イベン ト も多く ありま し た。 

 担 当 者 を は じ め、御 協力い た だいた 関係団 体 に感謝 いたし ま す。  

 残 す 、１ ０ 月 の 記念式 典が 、もう すでに 終了し て おりま すけれ ど 、

成功裏 に終え ら れるよ うに引 き 続き努 めてい た だきた い。  

 続 い て 、 第 ６ 次蘭越 町総合 計 画につ いてで す 。  

 昨 年 度 か ら 取 り 組 ん で い る 策 定 作 業 に つ い て は 、 き め 細 か な 町 民

ア ン ケ ー ト や 町 内 会 、 事 業 所 ア ン ケ ー ト を 取 り ま と め て お り 、 新 し

い ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 住 民 意 見 交 換 会 な ど も 取 り 入 れ て 、 町 民 の 建 設

的な意 見が反 映 された 総合計 画 になる ことが 期 待され ます。  

 １ ２ 月 に は 、 議 会 に も 素 案 が 示 さ れ る 予 定 と の こ と で あ り 、 常 任

委 員 会 等 で 議 論 を 深 め 、 よ り 良 い 総 合 計 画 づ く り に 努 め た い と 考 え

ます。  

 続 い て 、 も み 殻バイ オマス 実 証実験 につい て です。  

 地 方 創 生 対 策 の 観 点 か ら 調 査 を 行 い ま し た が 、 温 室 栽 培 ブ ラ ン ド

農 産 物 生 産 事 業 と い う カ テ ゴ リ ー で あ り 、 農 業 と の 連 携 が 不 可 欠 で
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す 。 実 証 実 験 で は あ り ま す が 、 農 産 物 の 生 産 か ら 販 売 ま で の 新 た な

取 組 み の 実 現 に 向 け て 、 ま た 、 稲 作 の も み 殻 処 理 問 題 を 考 え る う え

か ら も 、 重 要 な 事 業 で す の で 、 農 林 水 産 課 や 関 係 団 体 と 十 分 に 連 携

し、実 現への 機 運が高 まる実 証 事業に なるこ と を期待 します 。  

 つ づ い て 、 定 住促進 対策事 業 につい てです 。  

 現 在 は 欠 員 で す が 、 定 住 支 援 員 の 配 置 や 、 移 住 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

の業務 委託な ど により 、本 町へ の 新規定 住者は 増 加傾向 にあり ま す。 

 総 務 省 デ ー タ で は 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 転 入 人 口 超 過 の 道 内 自 治 体 は

２２あ り、後 志 では本 町を含 む ４町村 だけで あ ります 。  

 本 年 は 、 ７ 月 現 在 で ５ 世 帯 ８ 人 が 転 入 、 希 望 者 は １ ３ 世 帯 ２ ２ 人

とのこ とであ り ます 。今後 とも 、業務の 充実に よ り、いっそ う成 果 が

上がる ことを 期 待しま す。  

 空 き 家 利 活 用 状 況 の 情 報 の 提 供 に つ い て は 、 大 変 有 意 義 な 取 組 み

で 種 々 の 苦 労 も あ る と 思 わ れ ま す が 、 仲 介 者 と し て ト ラ ブ ル に 巻 き

こまれ ること も 想定さ れるた め 、十分な 配慮に 努 めてい ただき た い。 

 続 い て 、 民 間 賃貸共 同住宅 建 設促進 事業に つ いてで す。  

 定 住 人 口 の 確 保 と 、 地 域 経 済 の 活 性 化 を 促 進 す る 地 方 創 生 の 観 点

から 、調査 を行 い ました が、現在 ４ 件の申 請があ り 、補助対 象金額 は

３ ， １ ０ ０ 万 円 と な っ て お り ま す 。 ほ か に も 計 画 の 物 件 が あ る と 側

聞 し ま す が 、 総 量 の 設 定 な ど 、 総 合 的 な 判 断 も 今 後 必 要 に な る の で

はない かと思 わ れます 。  

 ま た 、 入 居 後 の 生 活 も あ る の で 、 建 設 予 定 地 町 内 会 へ の 事 前 説 明

に は 十 分 配 慮 さ れ る よ う に 、 事 業 者 へ の 指 導 も 必 要 で あ る と 感 じ ま

す。要綱の 中で 、従業員 向け住 宅 に対す る補助 要 件につ いては 、定 住

者 の 確 保 と い う 事 業 の 趣 旨 に 照 ら し て 、 事 業 者 と の 間 で 解 釈 に 齟 齬

を生じ ないよ う に、十 分注意 し ていた だきた い 。  

 続 い て 、 防 災 マップ 及 び避 難 所備品 の整備 に ついて です。  

 昨 年 か ら 作 成 し て い る 防 災 マ ッ プ は 、 １ ０ 月 上 旬 に 全 戸 配 布 予 定

で、各 地区に 出 向いた 防災教 育 など も 実施す る とのこ とでし た 。  

 備 品 に つ い て は、防災備 蓄計 画 に基づ いて 、昨 年 か ら１ ，６ ５４ 人

分、総額１ ，００ ０万円 の備蓄 を 進めて おり 、今 後 各地区 の避難 所 に

配 置 す る 計 画 で す 。 食 糧 品 や 寝 具 類 の 適 切 な 管 理 を 行 い 、 特 に 発 電

機 は 、 有 事 の 際 に 即 応 し て 稼 働 で き る よ う 、 点 検 体 制 に 配 慮 し て い

ただき たい。  

 続 い て 、 庁 舎 非常用 発電設 備 工事に ついて で す。  

 昨 年 ９ 月 の 胆 振 東 部 地 震 に よ る 長 時 間 停 電 の 苦 い 経 験 か ら 、 役 場
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全 体 の 業 務 を 停 電 時 に も 継 続 、 確 保 で き る よ う に す る た め 、 総 事 業

費約３ ，９ ００ 万 円を投 じて 、現 在 工事中 であり 、本 年１２ 月には 竣

工 予 定 で す 。 災 害 時 に 住 民 生 活 を 守 る た め に は 、 災 害 対 策 本 部 の 機

能確保 が何よ り も重要 であり 、工 事の一 日も早 い 完成を 期待し ま す。 

 続 い て 防 災 マ ネージ ャーの 業 務委託 状況に つ いてで す。  

 本 町 で は 、国 の 制度を 活用し 、１ 月から 防災の 専 門家と して 、地 域

防災マ ネージ ャ ーを採 用して お ります 。  

 こ れ ま で 、 災 害 に 関 わ る 各 種 計 画 の 変 更 業 務 を は じ め 、 防 災 訓 練

などに 取り組 ん でおり ます 。近年 、全国 各地 で頻発 する集 中豪雨 や 、

地 震 災 害 等 に 対 応 す る に は 、 防 災 の 専 門 家 の 配 置 が 必 要 で あ り 、 い

つ 起 こ る か わ か ら な い 自 然 災 害 へ の 備 え を 強 化 す る こ と は 大 変 重 要

で す 。 日 常 の デ ス ク ワ ー ク だ け に と ど ま ら ず 、 住 民 に 対 す る 直 接 的

な 防 災 教 育 の 実 施 な ど 、 目 に 見 え る 活 動 の 推 進 に 取 り 組 ま れ る こ と

を期待 します 。  

 続 い て 、 港 防 災タワ ー建設 計 画の状 況につ い てです 。  

 港 地 区 か ら 要 望 の 大 き か っ た 津 波 対 策 と し て 、 避 難 場 所 の 確 保 を

実 現 す る た め 、 い ち 早 く 防 災 タ ワ ー 建 設 計 画 に 取 り 組 ま れ た こ と に

敬意を 表しま す 。地域の 皆さん 、特 に高齢 者の方 々 には 、悲願 の施 設

ですの で、早 期 に建設 できる こ とを期 待しま す 。  

 最 後 に 、 入 湯 税、国 保税の あ り方に ついて 調 査しま した。  

 入 湯 税 に つ い て は 、 町 で は 観 光 事 業 振 興 を 大 き な 方 針 に 掲 げ て お

り、今後 、町 内各 温泉地 の事業 経 営者を 勧誘し 、温 泉観光 客の増 加 を

図 る 取 組 み が 重 要 に な り ま す 。 そ の 際 、 入 湯 税 は 温 泉 事 業 者 を 特 別

徴 収 義 務 者 に 指 定 し て 、 入 湯 客 か ら 税 額 を 徴 収 す る た め 、 温 泉 事 業

者 の 理 解 と 協 力 が 大 切 で す が 、 幽 泉 閣 の 入 湯 税 の 取 扱 い が 事 例 と な

り ま す 。 幽 泉 閣 は 昭 和 ３ ３ 年 に 公 衆 浴 場 と し て 開 業 し た た め 、 現 在

も公衆 浴場と し てみ な して 、一 部 の入湯 税を課 税 してお りませ ん が、

当時と は住民 の 生活環 境も大 き く変化 してお り ます。  

 観 光 施 設 と し て の 幽 泉 閣 の 事 業 環 境 を 大 き く 充 実 さ せ 、 ま た 、 全

町 的 な 観 光 面 の 整 備 を 図 る う え か ら も 、 入 湯 税 の 趣 旨 を ふ ま え た 取

扱いを 再考 す べ き時期 に来て い ると考 えます 。  

 国 保 税 に つ い ては 、平成 ２９ 年 度から 毎年 、限 度 額を引 き上げ 、本

年度は 一部税 率 改定も 行いま し たが 、現在 も 管 内 の中で 、税 率 、限 度

額とも に低い 位 置にあ ります 。  

 本 年 度 の 会 計 運 営 状 況 は 不 確 定 要 素 は あ る も の の 、 一 般 会 計 繰 入

金も、 当初予 定 額で足 りる見 込 みとの ことで す 。  
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 今 後 、道 に お い ては 、加入 者負 担 公平化 のため 、統 一保険 税率の 適

用 を 目 指 し て お り ま す が 、 本 町 で は 長 い 間 、 住 民 の 負 担 軽 減 対 策 と

して、 一般会 計 から繰 出しを 続 けてお ります 。  

 性 急 な 引 き 上 げ 措 置 は 極 力 避 け 、 持 続 可 能 な 範 囲 で 一 般 会 計 か ら

赤 字 補 填 を す る 施 策 の 継 続 に 努 め て い く こ と が 望 ま し い の で は な い

かと考 えます 。  

 以 上 、総 務 文 教 常任委 員会所 管 事務調 査の中 間 報告と いたし ま す。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て報 告を終 わ ります 。  

 以 上 を も っ て 、 本 臨 時 会 に 付 議 さ れ た 案 件 の 審 議 は 全 て 終 了 し ま

した。 これに て 、令和 元年第 ５ 回蘭越 町臨時 会 を閉会 いたし ま す。  

 お 疲 れ さ ま で した。  

                  午 後 １ ０ 時 ５ ７分  閉 会  

 

 

 

 

  


